
Ａブロックにエントリーされた全１２作品を公開します。

覇者となったのは果たして誰？？

http://www.columnland.net/ にてごらんください。



























コンテスト結果  
[Aの部]

コラム番号 コラムタイトル
点数 順位 特別賞

まじょコメント

A01 みどり

1 pt 9 位 7 sp

　うーん、楽屋落ちコード、ぎりぎりか。ごめんなさい気分は伝わっ
てきました。
　当然「出直し」があるものと期待。
　それにしても特別賞の嵐でしたね。７賞ゲット。しかし、ポジティ
ヴな推薦理由は金賞のみ？？　イチオシフレーズを並べたら、作品の
ほとんどがカバーされちゃう、というのも珍事ではありました。
特別賞：もう少しがんばりま賞/がんばりま賞/ねらっちゃダメで賞/
出直してきま賞/金（緑なのに）賞（授賞理由：ガンバッタ感じがで
てる!!　かなり考えたと思う）/やる気ないで賞/力量不足で賞
イチオシフレーズ：「みんなごめんなさい」×２　「思いつきませ
ん」「力量不足です、出直してきます」

A02 河川敷にて

12 pt 4 位 2 sp

　なつかしの逆上がり。父の視点から伸びゆく息子を見ているところ
が新鮮です。「俺はその背中を押してやるだけでいい」というフレー
ズにしっかり気持ちが乗っていました。
　いいパパになりますように。
特別賞：父になりきってるで賞/ヘタレ賞（父親のへたれっぷりがい
い）

A03 ミドリ

16 pt 3 位 1 sp

　タイトルのとってつけた感に、まず笑えて。みなさま、タイトルは
お忘れなく。
　フリーター君が、ほんのりしあわせになるストーリー。コイツへの
愛情がしっかり伝わって、でも妄想全開でハッピーエンドに行くので
はなくて。
　そんなほんのりさ加減が、ほどよい読みごこちでした。枯れ行く彼
女の姿が、ちょっと点描されると、なお良かったのでは。
特別賞：こんな恋愛もアリで賞

A04 ASUPARA

0 pt 10 位 0 sp

　あざやかな色。おいしそうな色。飾り気なくさらりと書かれていて
好感を持って読めます。テープの色分けのあたり、実体験らしさを感
じさせます。
　できれば、食べ物の話なので、色だけでなく味の描写も欲しかっ
た。それと、おじいさんがアスパラ作りをやめたわけも。

A05 エメラルド

21 pt 2 位 0 sp

　翡翠（ひすい）と翡翠（かわせみ）、おんなじ字なんですね、ふ
む。
　緑尽くしのラヴ・ストーリー。小学生かと言いたくなるオクテの恋
の告白をほほえましいと支持したAブロックのみなさまは、まだまだ
ケガレなき心の持ち主です、きっと。そんなリトマス試験紙的作品
（え？）。
　えーと、マジメにコメントすると、上京期間がジャマな感がしま
す。田舎からいきなりパリへ、のほうが別れがドラマティックだった
のでは？
　そして、だいじな恋の告白すらできないアキラ君の産みの親が、こ
んなに自己アピール上手な作者さんだったことにびっくり。
イチオシフレーズ：「あのさ、ずっと決心つかないでいたけど」

A06 グリーンピースの悪夢

5 pt 5 位 1 sp

　まさに悪夢ですね。献立がリアルなところ、実話と推定。実感こ
もって読めました。
　クライマックスシーンのあたり、できごとを羅列しているだけで単
調か。
　語尾が「――た」「――た」と続くと単調で小学生作文っぽくみえ
てしまうので、そのあたり変化を付ける工夫をすると、ぐっと〈文章
年齢〉がアップします。おためしあれ。
特別賞：これは何で賞（授賞理由：これを読まなかったらいれてたか
もしれないから。作者さんありがとう）



A07 緑の館

4 pt 7 位 1 sp

　元戦士（？）の思索。今の世界と重ね合わせながら、少しファンタ
ジックに味つけ。「死ぬより生きる方が難しい」というフレーズが
すっと入ってきました。
　狙いは悪くないと思うのですが、せっかく架空の世界を作り出した
のですから、もっと彼の個人史を見せて語りたかった。
特別賞：もっと言いたいことがあったんで賞
イチオシフレーズ：知恵ある獣

A08 アパート18階のしだれ柳

0 pt 10 位 0 sp

　柳の下にはお化けがいるぞ！　と思うのは私たち日本人。
　でも、これは留学生さんの作品で、柳のけなげさに、また走り出せ
る気持ちが宿ります。無理ない展開で、サンキュー柳ちゃんへ。「希
望は死ぬ」なんて、留学生さんだからこそできるユニーク表現ですよ
ね。
イチオシフレーズ：「死じゃっだ」「希望は死じゃっだ」

A09 未来の緑

5 pt 5 位 0 sp

　緑という〈色〉をナマの色としてそのままとらえ、銀と対比しつ
つ、ラストで黒へ。
　その色変化があざやかで、論理展開がきっちり〈色〉の印象として
残るところが良さと読みました。
　ラスト「肝に銘じる」というカタい（≒新聞風の）言い方をする
と、ちょっとエラそうかな。「なってしまうのではないだろうか」と
問いかけでふわっと終わるくらいでどうでしょう？

A10 ツワブキの花

24 pt 1 位 0 sp

　朝、昼、夜。朝、昼、夜。そのくりかえしがせつない。そうしたク
レッシェンドの果てに「どちらも知っているだけだった」とラスト１
行がずどん。くやしいけれど（くやしがることないか）おみごとで
す。当然の首位、というところでしょうか。おめでとう！
　それにしてもツワブキ。地味な花だなあ。これ、バラとか百合と
か、チューリップとかひまわりとか、すぐにパッと思い浮かぶもの
じゃ似合わないですよね。ぼうばくと、読者が好きなように想像でき
る地味な花がいい。
　そんな花選びからして、もうプロ級です。冥王星がリストカットし
てツワブキの花びらを散らしたあとは、さてどこへ？？
イチオシフレーズ：「どちらも知っているだけだった」×５、「二度
もお前を死なせたくないんだ」　おぉ、イチオシフレーズ大賞もゲッ
トです。

A11 木々の世間話

2 pt 8 位 3 sp

　にっくきアブラムシめ！　おばさまの世間話風のおっとり加減が
吉。その雰囲気の良さが評価されて、３つの賞をいただけました。
　せっかくの会話なので、おふたりの性格の違いが描き分けられる
と、もっとおもしろかったかも。
　それにしても、タイトルを左下に小さく置くのがミョーに流行って
ますね。誰のせいだっ？
特別賞：たぶん桜で賞/会話で賞（書こうと思ったらむずかしい）/メ
ルヒェン賞（単純におもしろかった）

A12 終わり

0 pt 10 位 0 sp

　緑の芽を見つめながらの描写で失われ行くものへの哀惜の思いは伝
わってくるのですが、年齢設定があいまいなので、想像の姿がぼやけ
ます。
　仲間たちの名前や性格、小学校何年生なのか、季節はいつ？　と細
かな条件を緻密に埋めてゆくと、よりくっきり悲しみの形が出たので
は。



[Bの部]

コラム番号コラムタイトル 点数 順位 特別賞
まじょコメント

B01 青＋黄＝緑

3 pt 7 位 4 sp
　いいなあ、これ。一見、ささっと仕上げたように見えて深い。絵本にした
いようなコンセプト。
　視覚効果を狙ってレイアウトやフォントを工夫すると、よりよいのでは。
　それにしても、みなさま「萌」の１文字に反応しすぎですって。「本来の
萌賞」までいただいて、最多特別賞の栄誉ゲットです。
特別賞：シンプル賞/萌えるで賞/10秒でよめるで賞/本来の萌賞
イチオシフレーズ：「萌え」

B02 環境と問題と人間

0 pt 12 位 0 sp
　「私達はもっと環境問題を「私」の範囲に取り込んでゆくべきだと思う」
というキーフレーズの主張が、すっと立ってきます。主張のコアはきっちり
できているので、三題ばなし風の構成でないほうが、遠回り感がなくて良
かったのでは。
　それと、さいご２行が惜しい。「言葉遊び」とまとめてしまうと、せっか
くのテンションが下がってしまいます。
　冒頭とラストは、いちばんの勝負どころ。これ基本。コンセプトはきっち
りできているので、あとは構成力が課題かと。

B03 緑の羽根

8 pt 3 位 0 sp
　小さな善意、その場限りで終わらないことがたいせつ、というメッセージ
が、緑の羽根という小物に託してきっちり伝わってきます。
　ムリにこしらえごとをしないのびやかさ。そして、これだけしか字数を
使ってないのに、しっかりとユニークな考察まで届いているところが、ほぼ
理想に近い仕上がりでした。

B04 ▲例えば…緑って？？▼

6 pt 6 位 1 sp
　まんなかのキリトリ線が謎ですが。
　日常の光景の中でつらつら紡いだ小さな思索。理屈＜感覚、と１行の主張
にしてしまうとありきたりのものを桜やりんごで彩ったのが良さです。
特別賞：切りとり線で賞（メンバーの心をつかんだ）
イチオシフレーズ：「りんごが落ちた。ただそれは地球が食べたかっただけ
だよ。。。」×５　「抱きしめたいのは好きだから」　ラスト1行のインパ
クトがヒットして、イチオシフレーズ大賞ゲットです。

B05 緑

8 pt 3 位 2 sp
　子どもの名前がふたりのなれそめ。そんなほのぼのストーリーが好もし
い。赤ちゃんを焦点に幸せ疑似体験をどうぞ。
　ただ、なんでタイトルに「緑」なんていう、お題そのまんまなものを付け
たのでしょう。「みごりご」に一票。
特別賞：あと一歩だったで賞/盛りあがった賞（ノンフィクションじゃない
よね!?と盛り上がった）
イチオシフレーズ：「ソイツを○せばいいだけだ……」×２　「ヒロ」

B06 クレヨン

3 pt 7 位 1 sp
　クレヨン、です。ひとつの色をひたすら塗り続けるひたむきなクレヨンで
す。そんなクレヨン的性格が語り口にそのまま乗っているところが何よりの
魅力でした。「真白で、ビクビクしている画用紙」など、細部の表現も新
鮮。
　ときに、このクレヨン君は緑なのでしょうか。色ごとのキャラクター付け
がちょっとあってもおもしろかったのでは。
特別賞：頑張ったけどよく分からなかったで賞

B07 科学実験

33 pt 1 位 2 sp
　「地球は青かった」「人間は緑だった」。光合成人間登場です。
　ふとした日常から人類初の偉業へ、そして……起伏の多い展開なのに、
ちっとも窮屈でないのは、科学者風のたんたんとした語り口も勝因かと思い
ます。予想通り、圧勝でした。おめでとう!!
　ときにカエル人間、しおれたあと、マニンゲンに戻れたのでしょうか？　
その後、が気になるところです。
特別賞：ナメック賞（ナメック星人（ピッコロ）を思い出したから）/失敗
で賞
イチオシフレーズ：「実験は失敗におわった」

B08 受け継がれるもの

17 pt 2 位 0 sp
　秘密基地。それだけでワクワクする響き。
　ラストでふふっと笑って、くるりとタイトルを振り向くと「受け継がれる
もの」、ああそうか、きっと秘密基地で遊んだ子どもがおとなになって、そ
の思いを受け継いでゆくんだな、と納得。
　コラムランドもそうでありたいなあ、なんて。

B09 五月病

2 pt 9 位 1 sp



　季節のうつろいに気持ちの変化を乗せてゆく構成が、読みやすく共感しや
すいです。
　こうやって言葉の形にすることで閉塞感が少しでもほぐれてゆくといい
な、と思いつつ読みました。
　その後――お茶会で、とっても陽気な作者さんに遭遇。「ぜ～んぶウソだ
よ～ん」だそうな。
特別賞：焦ってるで賞
イチオシフレーズ：「焦りにを感じる」

B10 夏の思い出

1 pt 10 位 2 sp
　白い蝶の儚さで消えた初恋。ていねいに組み立てられたここちよいストー
リーです。
　ちょっと淡すぎて、色の個性が欲しい気もするけれど、それは趣味の問題
かも。
特別賞：妄想が激しすぎるde賞/恋愛小説をよみすぎで賞
イチオシフレーズ：「これが僕と彼女の出会いだった。」

B11 脱走

1 pt 10 位 0 sp
　うわスゴイ。看板まで読めちゃうインテリジェント・インコだ。
　なんと言っても、「人間なんていなくなればいいのに…」というラストの
呟きが、そうやって人間が作ってくれたねぐらに戻ってゆくくせにぃ、とい
う矛盾で笑わせて秀逸です。
イチオシフレーズ：「もう、人間なんていなくなればいいのに…」×２

B12 コト

8 pt 3 位 2 sp
　何だかちょいとタイクツだなあ風景ばっかりで……とラストまで行くとタ
ネアカシ。あ、そうかとさやさや爽やかな風が吹きます。
　うん、コトノハは分かったけど、じゃあ、コトノミは何？　なんて聞い
ちゃうのはイヂワルなんでしょうか。
　何はともあれ、３回目にして初のポイントゲットが、いきなり受賞トーク
の栄誉となったことをお慶び申し上げます。
特別賞：いやし賞（いやされました。）/ブービー賞


